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（１）要求の趣旨（現状と課題）

　岐阜県公共施設等総合管理基本方針に基づく個別施設計画において、修繕を計画してい
る飛騨牧場、繁殖第２牛舎の屋根の再塗装工事を行う。

　岐阜県家畜育成牧場（東濃牧場及び飛騨牧場）は、酪農・肉用牛生産の基礎となる繁殖
雌牛の生産拠点とする目的で昭和48年に整備され、平成18年度より指定管理制度を導入
し、(一社)岐阜県農畜産公社が管理運営を行っている。
　施設等の修繕について、公社との協定により、経年劣化等に起因する修繕・更新は県が
負担することとなっている。
　また、県では、平成３０年３月に岐阜県県有建物長寿命化計画を策定し、現有する建物
を長期にわたり有効に活用するため、定期的に施設の劣化状況を把握し、岐阜県公共施設
等総合管理基本方針に基づく個別施設計画により、計画的に修繕を行うこととしている。

（各課様式１）
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(前年度予算額： 012,800１ 事 業 費 千円)



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

12,800

　県負担　１０／１０

無

12,800

事業内容の詳細

飛騨牧場　繁殖第２牛舎　屋根再塗装工事

事業内容

修繕料

決定額の考え方
　県全体の長寿命化予算平準化の観点から、計上を見送ります。

４ 参 考 事 項

（１）関係契約等
　岐阜県東濃牧場及び岐阜県飛騨牧場の管理に関する基本協定書（抜粋）
 （施設及び設備の維持保全）
  第17条 管理物件のうち施設及び設備の増築、改築又は改造は、甲（県）が
　　　　 自己の責任及び費用において実施するものとする。
　　 ２  １箇所あたり６０万円未満である施設等の修繕（経年劣化等により
　　　　 施設等を本業務の用に供することができなくなった場合において、
　　　　 当該施設等に代わる物を新たに購入し、または調達するときを含む。）は、
　　　　 乙が自己の責任及び費用において速やかに行わなければならない。

　岐阜県県有建物長寿命化計画（平成３０年３月策定、令和３年３月改訂）
　　第３章　取り組みの方向性と内容
　　　２（１）（イ）維持保全
　　　　建物や付随する設備に不具合・故障が生じる以前に、修繕又は交換し、
　　　　機能・性能を所定の状態に維持する予防保全の考え方を取り入れる。
　　　個別施設毎の計画
　　　（教育・文化・体育施設）飛騨牧場

（２）各種計画での位置づけ



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R2年度
(R ) 実績

○指標を設定することができない場合の理由

令
和
２
年
度

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　建物や付随する設備に不具合・故障が生じる以前に、修繕又は交換し、機能・性能
を所定の状態に維持することで、現有する建物を長期にわたり有効に活用する。

目標 目標 (R ) 達成率
指標名

R3年度 R4年度 終期目標

②

①

　予防的に修繕することで施設の長寿命化を図ることが目的であり、効果を数値化す
ることが困難であるため。

（これまでの取組内容と成果）

飛騨牧場　繁殖第１牛舎　屋根再塗装工事の実施
当該施設の長寿命化が図られた。

令
和
３
年
度

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

(評価) 　現有施設の長寿命化を図るためには、点検・診断等により、施設の状態を
正確に把握し、必要な対策を適切な時期に実施する必要がある。

２

２ 事業の評価と課題

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 　予防保全の考え方により、修繕を行うことで、施設の機能・性能を所定の
状態に維持することができる。

２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　個別施設計画により、効率的、効果的に進めている。

１

（今後の課題）

　定期的に点検・診断を行い施設等の状態を正確に把握した結果、建物の劣化状況に
よっては、計画の見直しを行う必要がある。

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　岐阜県県有建物長寿命化計画に基づき、計画的に修繕を行う。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】


